
 

子ども読書支援センターニュース  Ｎｏ.258 
                                                                   ２０２５．１1．３０ 

                  山口県子ども読書支援センター（山口県立山口図書館）発行 

                                  （電話:083-924-2113 FAX:083-932-2817  

Eメール:a50401@pref.yamaguchi.lg.jp)        

【メールマガジン「本はともだち～山口県子ども読書支援センターニュース」配信中！】 
 メールマガジン「本はともだち」は、新刊紹介や県内の行事など、より充実した内容で配信中です。読者登

録の方法は県立図書館のホームページをご覧ください。 

 

【山口県立山口図書館から臨時閉館のお知らせ】 
 山口県立山口図書館は、照明のＬＥＤ化工事のため、 

令和８年１月19日（月）から３月２日（月）まで 臨時閉館いたします。 

○臨時閉館中のサービスについては、こちらをご覧ください。      ⇒  

《学校等への団体貸出について》 

○臨時閉館中も、メールやFAXでお申し込みの上、団体貸出をご利用いただけます。館内での閲覧や選書はで

きません。貸出・返却は１階事務室となります。 
【山口県子ども読書支援センター行事】 
＊各イベントの詳細については、当センターのホームページよりご確認ください。 ⇒ 
★「幼児のためのおはなし会」（毎月第一火曜日） 

  ○日時：令和７年12月２日（火）令和８年１月13日（火）11：00～11：20 

○会場：山口県立山口図書館 第２研修室 ○対象：幼児 ○定員：10組程度 

★「第３回新刊児童書閲覧会」 

 ○日時：令和７年12月18日（木）～12月24日（水）9：00～17：00 

        ※12月22日（月）は休館日のため、実施しない。 

 ○会場：山口県立山口図書館 第２研修室（こどもとしょしつ ３Ｆ）  

 ○対象：市町立図書館職員、学校図書館関係者、ボランティア関係者、子どもの本に関心のある方 

 ○定員：一人２時間、各時間帯20名程度（申込み優先・当日参加も可）  

 ○申込方法：12月17日（水）17：00までに、電子申請又はＦＡＸ、来館 （ＨＰの要項をご覧ください。） 

  https://library.pref.yamaguchi.lg.jp/center_annai/center_annai-27029/ 

 

【新刊紹介】価格は消費税抜き  

＜絵本－乳幼児から＞ 
『すーっとすってふー』 松田奈那子/作 アリス館 2025.8 \1100 
 ぷんぷんおこってるねずみさん。はなからいきを、おなかいっぱい“すーっ”とすって、くちから“ふー”とはいたら、
きもちがおちついてにっこり。ないてるぞうさんや、からまったへびさん、つかれたとりさんも、いっしょに“すーっ”と
すって“ふー”とはいたら、もうだいじょうぶ。同じ言葉のくり返しで、深呼吸が自然と体になじむ絵本。巻末に小児科院
長によるコラムあり。 
＜絵本－3，4歳から＞ 
『じいじ、じーっ』 ホッシーナッキー/作・絵 ポプラ社 2025.9 \1300 
 ふたりでおでかけした「ぼく」と「じいじ」。かいだんをのぼったり、すべりだいをすべったりしてあそぶ「ぼく」を、
「じいじ」はじーっとみまもっている。はしっていた「ぼく」がころんでしまっても、じぶんでたちあがるまで、じっとま
っていた「じいじ」。なきやんだ「ぼく」にさしだしたのは…。孫と祖父の、お互いへ向けるまなざしに込められた信頼が
伝わる、温かな絵本。 
＜絵本－5，6歳から＞ 
『サンタがふたり？』 スズキトモコ/作 講談社 2025.10 \1800 
 クリスマスイブ。いそいでプレゼントをくばっていて、しろいひげがえんとつのすすでまっくろになったサンタさんと、
いそいでケーキをつくっていて、くろいひげがこなでまっしろになったケーキやのマルタさんは、おもいがけずいれかわる
ことに。とまどっていたふたりだが、はじめてのしごとがだんだんたのしくなって…。見開きの両側でふたりの話が同時に
進むクリスマス絵本。 
＜絵本－小学校低学年から＞ 
『ならんでみせます！』 はしもとえつよ/作 BL出版 2025.10 \1600 
 おうだんほどうのしろいせんたちは、ひとびとがあんぜんにわたれるように、どうろにならんでおくのがしごと。しかし

https://library.pref.yamaguchi.lg.jp/center_annai/center_annai-27029/


あるとき、おうだんほどうをつかわずにわたるこどもがいたことで、じしんをなくしてしまう。しろいせんたちはどうろか
らでていき、ほかにできるしごとをみつけようとするが…。ユーモラスな白い線たちの活躍を通して、交通安全を意識する
きっかけとなる絵本。 
＜絵本－小学校中学年から＞ 
『クッキー投票！』 M.マクナマラ、D.バーンストロム/文 G.ブライアン・カラス/絵 椎名かおる/訳 あすなろ書房 2025.9 \1600 
 ティフィン先生のクラスは州議事堂見学の校外学習で、州の公式クッキーを定める法案を提出することに。アイディアを
出したジェレミーはメープルシロップ・クッキーがふさわしいといったが、ほかの味がすきなクラスメイトと意見がわかれ
る。州のクッキーを選ぶ最終投票の行方は…。身近なものから法律や投票の仕組みを学べる絵本。巻末に作中で選ばれたク
ッキーのレシピあり。 
＜読み物－小学校低学年から＞ 
『シマエナガのちるとぴるる』 もとしたいづみ/文 きくちちき/絵 ほるぷ出版 2025.10 \1400 
 十勝の森に住む、小さな体にまんまる顔の小さな鳥シマエナガ。去年生まれた「ちる」と「ぴるる」は仲良しの女の子た
ち。寒さを乗り越え春を迎えると、それぞれに巣をつくり卵を産んで…。嵐や天敵の来襲に立ち向かいながらも仲間と共に
子育てに奮闘する。かわいくてたくましいシマエナガたちの物語が、やわらかなタッチの挿絵をそえて綴られる１冊。 
＜読み物－小学校中学年から＞ 
『ホテル・バルザール』 ケイト・ディカミロ/作 ジュリア・サルダ/絵 横山和江/訳 偕成社 2025.10 \1500 
 少女マルタは、母親が働くホテル・バルザールの屋根裏部屋で暮らしている。戦場に行った父は１年以上も消息が分から
ない。ある日、巨大なオウムを肩にとまらせた伯爵夫人を名乗るミステリアスな女性がホテルにやってきた。マルタは部屋
に呼ばれ、物語を聞かされるが…。アメリカの児童文学作家が綴る、少女と伯爵夫人の不思議で温かな絆の物語。 
＜読み物－小学校高学年から＞ 
『読書会を魔女といっしょにやってみたら』 濱野京子/作 米田絵理/絵 あかね書房 2025.10 \1500 
 商店街のオープンスペースで絵本を囲む大人たちを見かける小学６年生の女の子稀桜（きお）。思い切って声をかけると
「読書会」をしているという。オーナーの愛沙さんに自分も仲間を集めて読書会をやりたいと相談するすると…。書店も図
書館もない町に、本とつながる場を作ろうと奔走する子ども達を描く。巻末に物語に登場する本のリストの掲載あり。 
＜読み物－中学生から＞ 
『チキン半々大根多めで』 キム・ソヨン/作 下橋美和/訳 影書房 2025.9 \1900 
 1950年代の朝鮮戦争から、60年代の戦後混乱期、70年代の経済成長期、80年代の民主化闘争、90年代のIMF金融危機ま
で。韓国の現代史の姿を10年ごとに見つめ困難な時代を乗り越えた人々の様子と、その活力の源となったサツマイモやとフ
ライドチキンなどの「食べもの」をテーマにした５編の短編小説集。巻頭に小説に登場する地名が記入された地図あり。 
＜ノンフィクション－小学校低学年から＞ 
『アーノルド・ローベルものがたり』 エミー・キャスナー/作 長友恵子/訳 文化学園文化出版局 2025.10 \1600 
 代表作『ふたりはともだち』をはじめ様々な子どもの本を手掛けた作家、アーノルド・ローベルの伝記絵本。入院がきっ
かけで、沢山の絵を描き、本を読んだ子ども時代。芝居の演出家となり、挿絵画家を経て、やがてカエルとガマガエルを主
人公とした物語を作る。彼の人生や作風の根幹が詩的な言葉とコミカルな絵で綴られる。巻末に図書目録の掲載あり。 
＜ノンフィクション－小学校中学年から＞ 
『図書館探偵団』 野口武悟/監修  岩崎書店 2025.9 \3600 
 「図書館ってなぁに？」の問いに、多角的な視点から学校図書館や公共図書館の役割や歴史、利用について、豊富な写真
や分かりやすいイラストで解説する。様々な活動を行う図書館や、専門的な図書館、電子図書館等の具体的な取り組みを取
り上げ紹介する。読書バリアフリーの章では、読みやすさを補助する道具やバリアフリー図書についての解説あり。 
＜ノンフィクション－中学生から＞ 
『学校では教えてくれないシェイクスピア』 北村紗衣/著 朝日出版社 2025.9 \1900 
 長年シェイクスピアを研究してきた著者が、男子校を対象に５日間にわたり実施した「シェイクスピアを批判的に楽しむ」
授業を加筆し再構成。作家の生涯や作品の内容、英語の歴史と韻文、舞台、映画、フェミニスト批評など幅広い内容を扱い、
作品を通じて世の中や人生を見つめる術を伝える。学校の授業で扱う機会の少ない演劇やシェイクスピア作品に親しむきっ
かけになる１冊。 
＜研究書＞ 
『子どもの本でジェンダーレッスン』 藤木直実/編著 吉良智子・神保和子・中西恭子・宮下美砂子/著 かもがわ出版 2025.10 \1800 
 こどもに本を手渡す立場にある大人に向けて、ジェンダーやセクシュアリティの観点から「いま」読みたい本を厳選した
ブックリスト。ジェンダー学、文学、幼児教育学、絵本学など多様な研究分野をもつ５名が、絵本や児童書やまんがを紹介
し各作品の意義や魅力を伝えるほか、中高生や大人向けの本も紹介。絵本作家の降矢ななとはたこうしろうのエッセイや用
語集、索引等も掲載。 

 

※【新刊紹介】の本は、県立図書館で現在受入準備中の本です。そのため、県立図書館の蔵書検索（OPAC)では検索で

きませんが、利用することは可能です。収書のための選書の参考として、閲覧、貸出等を希望される方は、お問い合

わせください。 

山口県立山口図書館では、電子図書館サービスを提供しています。利用案内はこちらから→

https://library.pref.yamaguchi.lg.jp/dlibrary/ 


